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共通体育における成績評価に関連する問題の検討
複本立高士 1)，松元 関 1)，吹田真土 1)，鏑山隆弘 11
金谷麻理子 1)，奈良隆章 1)
体育授業の目標
体育は小学校から大学まで教科として位註づ
けられ，学習目標と内容が定められている。大
学における体育(共通体育)では，大学独自に
適切に定めることが求められ，生涯スポーツに
向けた独自のカリキュラムが構築されている。
一方で，近年の子どもの体力低下や成人の生活
習慣病患者および予備群の増大に関する問題は
由民の QOLに関わる重大な諜題として取り組
まなければならない現状にある。そのため，大
学における体育も以前のスポーツ活動の行ない
方や楽しみ方を学び，生涯スポーツにつなげる
という目t禁だけではなく， フィジカルリテラ
シー(身体活動を維持するための意欲， 自信，
身体能力，知識と理解)を育成するという iヨ標
が重要となっている。
しかし教科として学習目標が明確化される
ということは，一方で、その学習成果も厳格に求
められる。これは近年の大学教育における成績
評価の厳格化の流れと重なるところである。大
学教育の成績評価の厳格化は，大学教育の質
の向上と教育カリキュラムや教育体制の見直
しそして大学教育の成果を社会に還元すると
いう様々な観点から重要性が指摘されており，
その大学での学習評価の総合評価として GPA
(Grade Point Average)制度があり，本学にお
いても本年度から実施されている。
1 )筑波大学体育系
成績評価の厳格化
GPA 制度の利点と欠点はすでに多くの議論
がなされているところであるが，体育において
到達目標が明石在でないなか，成績を相対評価す
るのか，絶対評価するのかの問題が取り上げら
れる.GPA 制度を確立するためには，同じ科
jヨで異なるクラス間で成績の評価基準が異なる
ようでは大学全体のカリキュラム問題となって
しまう.そのため，成績を厳格化するためには，
成績評価の規準と基準が定まっていなければな
らない.すなわち，何を評価するのか(学生に
何を身につけさせようとしているのか)とどの
程度を良し悪しとするのか(どの程度身につ
けさせようとしているのか)を明確にしておく
必要がある。この評価規準と基準が適切でなけ
れば，教員の意図と学生の学習活動との間に歯n
離が生じたり，評価が適正に行なわれなかった
りするであろう。具体的には，成績評価がすべ
てのものがA以上の良い評価になる可能性が
出てくるのである。これは教員の指導力と生徒
の学習成果によるものかもしれないが，一方で
評価規準および基準の見直しが必要であること
を意味しているかもしれない。これらの絶え間
ない見直しにより，妥当性の高い成績評価に近
づくことが期待される。そして，絶対評価であ
るものの，学習者の偏りや授業の成否に多少の
変動はあるもののおおよその成績分布が安定す
るはずであろう。これが全学で統ーされようと
している成績評価の分布目標と解釈されよう。
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jレーブリックとスタンダード
成績評価iの信頼性を高めるために，ループ
リックを用いることが役立つと考えられてい
る。ループリックとは，単純な知識や理解の評
価とは異なか 点数化しにくいパフォーマンス
や，達成度などの学習成果について. ~'F旬lî規準
にそって尺度ごとの基準を記述したものである
(表 1)。前述したように成績評価の厳格化と信
頼性および妥当性を高めるためのスタート地点
とも言えよう。このルーブリックを学生に示す
ことで、学生に授業で身につけさせたい事項を了
解させ，授業を行ない，成績を評価すること，
またこのルーブリックを見直すことができる。
各授業のループリックのみばかりでなく，基礎
体育さらには共通体育全体でルーブリックを作
成し学生に身につけさせるべき評価規準と基
準が定まっていくことがスタンダードと呼ばれ
るものであろう。本学も多くの教育組織におい
てスタンダードイノr:りカワ並んでいる。スタンダー
ドの実質化のためには，学習目標ばかりでなく，
成績評価との連動が必要で，スタンダードが組
織的に見直しできることが望ましいであろう。
学習の質保障と学習支援
成績~'F{ílli を厳格に行なうためには，成績評価
の l~iJ題ばかりでなく. I可[l寺に学習の質.つまり
授業の教授内容や教授方法がある一定の効果を
ジョグ、&ウオーク授業計画
-第1@]:オリエンテー ション
-第2回ウォー キング、とジョギングの基礎
.第3由:移動スピー ドとストライド・ピッチ
・第4白ウォーキングの楽しみ方
・第5回:体力測定の振り返り
・第6自・ウォー キングとジョギングのフオー ム
・第7自ジョギングのスピードと身体の負荷
・第8自ジョギングの取り組み方
-第9@]ゆっくり、長いジョギング
・第10由まとめ運動の効果と楽しみ
保証でき，かっ授業時間内外における学習者へ
の学習支援が必要であろう。すなわち，学習I
難者に対ーする的確な学習支援が必要であり， こ
の保証のもと成績評価の厳格化が実行できるの
であろう。様々な学習支援の形態があるもの
の. (例えばTAの活用もその 1つである)本
学で取り組んでいる電子ポートフォリオが役立
つと考えられる。ポートフォリオは学習履歴の
ことで，学生の学習記録(学習要点の記述， レ
ポートや提出課題など)と教員の指導と評備の
記録などで構成されるものである。これを電子
媒体で行なうものを電子ポートフォリオと言
い，本学では平成 25年度までは Moodleが用
いられていた(平成 26年度から MANABAと
いうシステムに変更される)。
表2は，秋学期基礎体育ジョグ&ウオークの
シラパスに示されている授業計画である。さら
に表3は，授業計画にそって学生に課した学習
課題である。
課題 1は，授業でストライドの計測方法を実
践した後，学生が日常生活で行なっている移動
におけるストライドの大きさを計測し報告す
るものである。課題2は，ウォーキングの楽し
み方を実習したのち，万歩言1-を用いてある典型
的な一日の歩数を計測しかつ一白の摂取カロ
リーと消費カロリーを計算するという課題であ
る。これらのように，授業においてジョグ&
ウオークの実技学習課題と並行して知識の習得
や理解を深める課題を出すことで，学習を深め
表 2
Moodle課題
-ストライドの計;~IJ
・一日の歩数の計測と摂取カロリーと消費カロリーにつ
いて
・体力の変化について
-ウォー キングとジョギングのフォー ム観察
.心拍数160bpm!こ相当するペースの確認
.一定ペースでのジョギングにおける疲労
.最終レポー ト
「自身の現在の体力の現状と生活および運動習慣を分
悲し、替の体力をよび{麿を鋭するための課題を、
受業で十習した内谷を踏まえて考察しなさい。 J
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させ，提出課題から学生の知識・理解を評価可
能であるばかりでなく，態度・意欲についても
評価できる。支援では， Moodleに毎回の受業
内容を示しておくことで，学習内容の整理にな
るばかりでなく，欠席者への学習の助けになり，
また欠席者が課題を提出する，すなわち評価を
受けることも可能となる。
成績評価のグレーディングと分布
体育センターでは，平成 24年度より観点別
(規準ごと)に評佃iを行なっている。 技能，知
識・理解，態度・意欲の 3観点である。そし
て， GPAの導入とともに成績評価の評語は 90
点、.l-_:U二がA+， 80点から 89点がA70点から
79点がB，60点から 69点がCでここまでが合
格， 59点以下がDで不合絡となる。成績評価
のためには 60点から 100点までを 4段階に分
類できれば評価としては十分で、あるが，少なく
ともこれを 3観点にわけで 4段階に評価するだ
けでも 16段階に分類することになる。また 3
観点の重みも検討する必要があり，現在は，技
能35%，知識-理解 30%，態度・意欲35%と
している。観点ごとに 1点刻みで評価し合計
の評点を算出し対応する許諾で評価すること
が考えられるが，現在は 1liの欠席を 5点の減
点を目安としているので，これを目安に他の技
能なども自己点することになろう。
1~11 は，平成 24 年度と 25 年度のすべての学
期(乎成 24 年度は 1~3 学期で平成 25 年度は
春と秋学期)の基礎体育 fジョグ&ウオーク」
成績評価の分布を示したものである。平成 25
年度から A十が導入されているが，平成 24年
度も評点から AをAとA+に再分類している。
平成 25年度ではA+の割合が減少したものの
AとA+の合計はあまり変化していなかった。
図2は，平成25年度の春学期と秋学期にお
ける成績評価の分脊を示したものである。春
学期ではA+とAの割合が合計で 65%であっ
たが，秋学期では 60%となって， Bの割合が
30%となっていた。評点に対する観点ごとの評
価の相関係数をみると r= 0.58から 0.81と統
計的にみると観点ごとの評価の重みが偏ってい
なかったことが確認できる。
おわりに
成績評価の厳格化と学習支援が学習の質の向
表3
基礎体育「ジョグ&ウオークJ ルー ブリック
A+ A B C D 
長い待問自分にあった 長い時限定り続けるこ負荷で走り続けること 長い時間歩き、もしくは
技能 ができ、ペースや持続
とができ、ペースや持 ;iEり続けることができ、 長い時間歩き、もしくは 長い待問歩き、もしくは
時間にあった効率よい 続時間にあった動きが ペースや持続時間に 走り続けることができる
走り続けることができな
重力きができる できる あった動きができる
し、
健康・体力を適切に評
(直し効果的に改善する 健康・体力を評価し改
適切な方法を理解し、 警する方法を理解し、 健康・体力を評(還し改 健療・体力と運動の関
知識・理解 自分の体力にあわせて 自分の体力にあわせて 善する方j去を理解し、 健康・体力と運動の告書
効率よく運動を実践す 運動を実銭するための 運動を実践するための
係について理解してい
{係を理解していない
るための知識を有して 知識を有している 知識を有している
る
いる
健康・体力九ついて翁 健康・体力について奥 健濠・体力について考
い興味関心を持ち、ジョ
態度・意欲 グ・ウオークを楽しむた
味関心を有し、ジョグ・ えることができ、ジョグ・ ジョグ・ウオー クを実践 健康・体力について考
めの技能および知識を ウオークを楽しむための ウオークを楽しむための する技能および知識を
えが不足しており、ジョ
積極的に身につけよう 技能および知識を身に 技能および知識を身に 身につけようとしている
グ・ウオークに取り総も
としている つけようとしている
つけようとしている うとしない
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2012 2013 
l;gl 1 基礎体育「ジョグ&ウオーク」の成績分布
~ 2012年と 2013年の比較~
上につながることを一連の考察により確認で
きた。すなわち. fW{ili規準と基準をi羽碓化し，
ループリックとして提示すること，ルーブリッ
クをもとにした評価，電子ポートフォ 1)を利用
した学生と教員のインタラクテイブ、、な教育活動
と学習支援が体育授業に位置づけられることを
例示し，さらなる成績評価の検討が，言Hili方法
の信頼性と妥当性を高めるばかりでなく.教育
の質の向J::.につながることを示唆するものであ
ろう。今1mは基礎体育ジョグ&ウオークを例に
成績評価を検討したが，多くの授業に対して行
なうことで.共通体育の目標に準拠した到達!ヨ
2013春 2013秋
i玄12 基礎体育「ジョグ&ウオーク」の成績分布
~ 2013年春学期と秋学期の比較~
標，すなわちスタンダード そしてカリキュラ
ム全体へのフィードバックとなりえ発展的に体
育授業を計画，実行，見直しのサイクルに置く
ことができると考えられる。そして，成績評価
が授業への強いフィードパックとなり， シラパ
ス，授業計画，授業内容の振り返りとなり，成
績評価i規準および基準の見直しも含めて授業の
組織的な改善になると言えよう。
本稿は，平成 24年度 SPERT公募プロジェ
クト研究の一部を報告したものである。
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